
授業科目とディプロマ・ポリシーとの対応表

DPの各項目との対応
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合計 10 21 16 19 11 77
比率 13% 27% 21% 25% 14% 100%

プロジェクト科目

起業・事業開発演習Ⅰ

起業・事業開発演習Ⅱ

起業・事業開発演習Ⅲ

起業・事業開発演習Ⅳ

起業・事業開発演習Ⅴ

起業・事業開発演習Ⅵ

ベンチャービジネスと企業法

演習科目

プロトタイピング演習

フィールドスタディ演習

組織開発演習

社会起業関連専門科目

地域活性化論

地域産業論

ソーシャル・イノベーション論

サステナビリティ・マネジメント論

ダイバーシティと社会変革

コミュニティと建築

市民都市論

社会制度と起業

企業会計

ESG・非財務評価論

経営戦略論

ベンチャービジネス論

非営利組織経営論

教養科目

プロデュース・プロジェクト

プレゼンテーション演習

企業倫理とCSR

マネジメント専門科目

組織開発論

リーダーシップ論

産業心理学

応用経済学

流通システム論

ビジネスモデルとICT

サプライチェーンマネジメント

マーケティング論

応用統計分析

感性価値クリエイション

財務評価論

区分 授業科目名

基礎科目
経営理論Ⅰ

経営理論Ⅱ

【ディプロマ・ポリシー】

1 社会起業家として、持続可能で多様性を持った社会の実現という目的に共感できる。

2 経営学の5分野（組織行動・人的資源管理、技術とオペレーションのマネジメント、

マーケティング、会計・ファイナンス、経営戦略）について習得している。

3 現代社会の既存の制度、組織、システムに対して批判的な視点を持ち、社会的課題の

発生構造を分析できる。

4 経営学の知識・技術を活用しながら、グローバル化や技術革新などの環境変化を踏ま

えて、社会的課題解決のための戦略を立案し、起業するための能力を身に付けている。

5 社会的課題解決の協力要請のためのプレゼンテーションを行い、関係者の組織化を進

め、プロジェクトを運営するなど、人的ネットワークを構築しながら社会起業家として

自立できる。


